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長

大
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理

森

殿

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
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イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

国
は
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
六
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た

取
組
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
具
体
的
に
は
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
必
要
な
体

制
」
の
整
備
と
し
て
、
法
務
省
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
、
「
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
及
び
「
外
国
人

の
た
め
の
人
権
相
談
所
」
に
お
け
る
対
応
言
語
を
六
か
国
語
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
従
来
一
部
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局

で
取
り
扱
っ
て
い
た
「
外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
所
」
の
業
務
を
全
て
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
で
行
う
こ
と
と
す
る
な

ど
し
、
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
教
育
活
動
」
の
実
施
及
び
「
そ
の
た
め
に
必
要
な
取
組
」
と
し
て
、
文
部
科
学

省
に
お
い
て
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
す
る
「
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た

取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
付
け
二
十
八
生
社
教
第
一
号
文
部
科
学

省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長
、初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
及
び
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
長
連
名
通
知
）

の
発
出
や
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
担
当
者
等
を
集
め
た
会
議
等
各
種
の
機
会
を
通
じ
、
同
法
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
の
周
知

一



を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
外
国
人
の
人
権
尊
重
に
関
す

る
実
践
事
例
を
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
等
の
取
組
を
実
施
す
る
な
ど
し
、
同
法
第
七
条
第
一
項
に

規
定
す
る
「
啓
発
活
動
」
の
実
施
及
び
「
そ
の
た
め
に
必
要
な
取
組
」
と
し
て
、
法
務
省
に
お
い
て
、
外
国
人
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
解
消
し
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
「
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う
」
を
強
調
事
項
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
啓
発
ビ
デ
オ
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
啓
発
冊
子
等
の
作
成
・
配
布
等
、
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
・
・
・
取

組
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
・
・
・
措
置
」
と
し
て
は
、
法
務
省
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団

体
の
担
当
者
が
出
席
す
る
人
権
教
育
・
啓
発
中
央
省
庁
連
絡
協
議
会
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
専
門
部
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、

地
方
公
共
団
体
が
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
参
考
と
な
る
情
報
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
提
供
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
邦
外
出
身
者

に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
施
策
を
、
い
ず
れ
も
、
適
切
に
推
進
し
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
国
の
施
策
よ
り
効
果
的
な
規
制
を
設
け
る
こ
と
は
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る

二



と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
、
七
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
不
当
な
差
別
的
言
動
を
伴
う
デ
モ
や
街
頭
宣
伝
」
、
「
同
様
の
取
組
を
全
国
的
な
も
の
に
す
る
施
策
」
及
び

「
地
方
公
共
団
体
の
・
・
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
差
別
的
言
動
規
制
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で

は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
六
号
）
第
四
条
⒜
及
び
⒝
は
、
締
約

国
に
対
し
、
一
定
の
行
為
に
つ
き
処
罰
立
法
措
置
等
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
は
、
こ
の
規
定

に
基
づ
く
義
務
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の
下
に
お
け
る
集
会
、
結
社
及
び
表
現
の
自
由
そ
の
他
の
権
利
の
保
障
と
抵
触
し
な
い

限
度
に
お
い
て
履
行
す
る
旨
の
留
保
を
付
し
て
お
り
、
当
該
限
度
に
お
い
て
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
等
に

よ
り
そ
の
履
行
を
担
保
し
て
い
る
。

三


